平成25年度　長野市立博物館協議会(第１回)　議事録
日　時　　平成25年８月29日(金)　午後２時00分～午後３時20分
場　所　　長野市立博物館会議室
出席委員  立岩会長・笹沢副会長・倉石委員・小林委員・竹下委員・傳田委員・松下委員・三石委員
１　開会
２　館長あいさつ

　

３　会長あいさつ

４　委員紹介
５　博物館職員自己紹介
６　協議事項（司会　立岩会長）
（１）平成25年度中間事業報告について（報告　陶山主事）

（松下委員）「自然分野の整理を行っているとのことですが、詳しい内容をお聞かせください。」

（畠山係長）「現在、戸隠地質化石博物館と信州新町化石博物館がそれぞれ２万点の資料を所蔵していますが、データベース化されていないため、誰が見ても何がどれくらいあるかを知ることができるという状況ではありません。今後のことを考えると、再編のこともありますし、現在学芸員の年齢の問題もありまして、ほとんどが40歳以上で、今後資料を引き継げない可能性があります。そのため、今年度、緊急雇用で人員を雇いました。

（松下委員）「何名雇ったんですか？」

（畠山係長）「２名、戸隠地質化石博物館で１名、信州新町博物館で１名を雇いました。今年度のうちに大口を終わらせたいと思っていますが、できるだけ早くデータベース化したいです。戸隠は半分終わっていまして、新町（信州新町化石博物館）は今年中に３分の１を終わらせたいと考えています。
（竹下委員）「今年、戸隠地質化石博物館で社会教育主事研修をさせていただきたいのですが、これについて報告はありませんか？」

（田辺補佐）「今回の事業報告は７月末時点でのものなので、年度末に報告します。」

（倉石委員）「プラネタリウムの入館者数に比べて、展示の方は少ないのではないでしょうか。来館者の県内外の内訳は分かるような統計をとっていますか。というのも、今日初めてここまでバスで来たら、すごく不便でした。バスの情報などがホームページになく、情報不足を感じました。」

（大蔵館長）「一時期、市内外の統計をとっていたことがありました。プラネタリウムは市内が多いという傾向がありました。今は統計をとっていませんので、今後の宿題ということにします。」
（立岩会長）「情報についてはどうですか？」

（大蔵館長）「情報についてはホームページに書いていませんので、改善します。」

（倉石委員）「もし県外の入館者をもくろむなら、そのような情報発信は重要だと思います。長野市立博物館は入館者のターゲットが不明と感じるのですが、年齢層を絞るなら、バスの情報は大切です。ホームページを見ると、本館にどうやって入るのかが分かりづらいです。クリックをすればページに飛ぶようにするなどして、ページの最初を見れば分かるようにした方がいいと思います。」

（大蔵館長）「ありがとうございます。内部でつくっていると分からないこともありますので、検討したいと思います。」

（立岩会長）「入館者数はどうでしょうか？年々落ちていますか？」

（大蔵館長）「去年までは年々伸びていました。昨年は恐竜展がありまして、その影響もあると思います。今年は少し落ちています。分館につきましては、減少あるいは横ばいという状況です。」
（松下委員）「恐竜展の話が出ましたが、夏休みは子供が興味を持つような企画がいいと思います。今年は、光の展示は子供にもいいかもしれませんが、寄生虫は子供にとってあまり興味がないのではないかと思います。来年は、子供の興味も考えて企画してほしいと思います。」

（立岩会長）「企画については難しいこともあるかと思いますが、来館がないのでは困るので。他にありますか？」

（傳田委員）「私は介護関係に係わっていて、老人は昔懐かしい物を見ると脳にいいと聞いたのですが、介護施設に古い物を持っていくようなことはできないのでしょうか？」
（細井主査）「民具などをそういった施設に持っていくことは、各地で行われています。私共も、以前、１度だけ松代の施設に持っていったことがあるのですが、その後はやっていません。今後やりたいと考えていますが、なかなかとっかかりがなかったので、今後相談できればと思います。」

（立岩会長）「そういった話は来ていませんか？」

（細井主査）「こちらが情報を出していないこともあり、来ていません。」

（倉石委員）「情報発信が重要だと思います。そのための準備をすべきだと思います。」
（２）分館・付属施設の現状について（報告　千野補佐）
（三石委員）「化石博物館は２つあり、性格が同じではないかと思います。２つを併せ、２つの特徴を出すことはできないでしょうか。２つの化石博物館は離れていて、行くのが大変だと思います。長野市は人口のわりに分散していてわかりづらい気がします。」

（千野補佐）「なるべく集約する形で、とは思っています。」

（大蔵館長）「平成17年に、戸隠と鬼無里が合併した時に、戸隠に茶臼山自然史館を集約させました。同じことが、信州新町と合併して起きているのです。やっていくなかではうまくいかない部分もあるかと思いますが。」
（立岩会長）「地域性の問題はどうですか？」

（大蔵館長）「各地域が大切にしてきた博物館だから、愛着もあると思います。こちらの考えた通りに行くとは限らないので、長野市としてどうしたらいいかを軸に考えたいと思っています。」

（笹沢副会長）「合併した施設については、データベース化されていますか？」

（大蔵館長）「ほとんどリストになっています。ただ、豊野はリストがないので、分かる範囲でやりたいと考えています。豊野以外はリストがあります。」

（笹沢副会長）「そのデータは、公開できますか？公開できないと、宝が埋もれてしまいます。民具などは、いつかは整理が必要になると思いますが、その時、市民にアクションできるよう、調査・研究が重要になると思います。人集めだけが博物館ではないので、調査・研究をがんばってほしいと思います。鬼無里は、里山研究としても調査・研究が必要だと思います。」

（竹下委員）「長野市立博物館としての再編テーマはありますか？長野市としては、どのようなことを考えているのでしょうか。」

（立岩会長）「これは、博物館だけで進んでいることですか？それとも全市で？」
（大蔵館長）「全市ではなく、教育委員会及び関係機関だけで進めている段階です。」

（千野補佐）「１フレーズでテーマ設定をすることはできないのですが、効率的運営が必要と考えています。先ほど出たように、新しい学芸員が不足しているといった問題から再編の必要性が出てきたわけで、１フレーズで言えるようなテーマはまだありません。」

（松下委員）「何かテーマがないと、できないのではないかと思います。」

（立岩会長）「お金がからみますしね。私もこういうことの経験がありますが、皆で力を入れようとならないので難しいですね。」

（倉石委員）「調査・研究が基本ですが、今ある資料でできるのではないでしょうか。例えば、山間地と平地の違いは、すぐ出来るのではないかと思います。リニューアルの時は、そういうのを基盤にしていけるのではないかと思います。」
（千野補佐）「当然、今ある資料を活かします。現在公開していないものの中にもいいものがありますが、現在は死蔵状態なので、なんとかしたいと考えているところです。」

（大蔵館長）「今死蔵状態のものを見られる状況にする事は必要と考えています。」

（倉石委員）「それは、どういう博物館をつくるか？につながることと思います。」

（笹沢副会長）「民具の収蔵などは全国的に厳しい状況にあります。その中でどう動き出すかです。例えば、唐箕は、若い人は使い方が分からなくなっています。そういったことを伝える必要があり、新しい動きが必要だと思います。学芸員の年齢の問題も困るわけですが、調査・研究をがんばってほしいと思います。」
（立岩会長）「学芸員の補充は難しい面があります。管理職になったら新しい人を入れてほしいと働きかけ、少しできた部分もありますが、やはり難しいようです。」

（三石委員）「『あそこにいけば長野のことが分かる』というようにした方がいいと思います。私が以前に行った福井の博物館は分かりやすかったが、長野は分かりづらいと思います。長野の化石について知りたい時、戸隠と信州新町、両方に行くのは難しいです。民具も、『見たには見たが、ちっともまとまっていない』と感じてしまいます。来館者が半日か１日じっくりと見て満足し、長野がわかるようにした方がいいと思います。何でもあるというのは記憶に残らない。半日から１日見れば長野について分かる方がいいと思います。」

（松下委員）「豊野や大岡の支所で展示をすることはできないんですか？」

（大蔵館長）「ものによっては本館に持ってくるよりも支所にあったほうがいいと思われるものもあると思います。それは、博物館だけではできないことなので、働きかけていきたいと思います。」
（笹沢副会長）「それも、ただ置いておくだけではだめで、安易に流されないでほしいとは思います。」

（大蔵館長）「それも、モノの性質によると思います。」

（松下委員）「死蔵よりはいいのではないかと思います。」

（傳田委員）「長野には、人が来ているのではないかと考えています。合併して困ったからではなく、資源を活用して、前向きにお願いしたいです。」

（３）そのほか

　　各館の特別展の紹介

８　閉会

※会議終了後、特別展示室にて寄生虫展と光のヒミツ展を見学。
